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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】堅牢で簡易な構成であると共にケーブルの保持

が容易なケーブルサポートを提供する。

【解決手段】ケーブルサポート１は、帯状の金属板３を

螺旋状に略一周分折曲げて略四角筒形状に形成してあり

、略四角筒の一側面を成す基部５と、基部５に対向する

対向部７と、基部５の一端側で対向部７に連続する一端

側部９と、基部５の他端側で対向部７側に突出してする

一方の突出部１１と、対向部７の他端側で基部５側に突

出する他方の突出部１３とを備え、一方の突出部１１と

他方の突出部１３は間隔Ｐをあけて隣り合って位置し、

基部５には固定具１５を挿通する挿通孔１７が形成して

あり、対向部７には締結部材８を挿通する長孔１９が形

成してある。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 帯 状 の 金 属 板 を 螺 旋 状 に 略 一 周 分 折 曲 げ て 略 四 角 筒 形 状 に 形 成 し て あ り 、

　 前 記 略 四 角 筒 の 一 側 面 を 成 す 基 部 と 、 基 部 に 対 向 す る 対 向 部 と 、 基 部 の 一 端 側 で 対 向 部

に 連 続 す る 一 端 側 部 と 、 基 部 の 他 端 側 で 対 向 部 側 に 突 出 す る 一 方 の 突 出 部 と 、 対 向 部 の 他

端 側 で 基 部 側 に 突 出 す る 他 方 の 突 出 部 と を 備 え 、

　 前 記 一 方 の 突 出 部 と 前 記 他 方 の 突 出 部 は 間 隔 を あ け て 隣 り 合 っ て 位 置 し て お り 、

　 前 記 基 部 、 前 記 対 向 部 及 び 前 記 一 端 側 部 に は 、 何 れ か 一 つ に 固 定 具 を 挿 通 す る 挿 通 孔 が

形 成 し て あ り 、 他 の 何 れ か に ケ ー ブ ル を 固 定 す る 締 結 部 材 を 挿 通 す る 周 方 向 の 長 孔 が 形 成

し て あ る こ と を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 固 定 具 の 挿 通 孔 は 前 記 基 部 に 形 成 し て あ り 、 前 記 長 孔 は 前 記 対 向 部 に 形 成 し て あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ケ ー ブ ル サ ポ ー ト 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 固 定 具 の 挿 通 孔 は 前 記 基 部 に 形 成 し て あ り 、 前 記 長 孔 は 前 記 一 端 側 部 に 形 成 し て あ

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ケ ー ブ ル サ ポ ー ト 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 電 線 や 光 フ ァ イ バ ー 等 の ケ ー ブ ル を ト ン ネ ル の 壁 や 躯 体 等 に 支 持 す る ケ ー ブ

ル 支 持 具 で あ る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 電 線 、 フ ァ イ バ ー 等 の ケ ー ブ ル を ト ン ネ ル 側 壁 面 等 に 設 置 す る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト

は 、 側 壁 面 等 に ボ ル ト で 固 定 さ れ た 金 具 に よ り ケ ー ブ ル を 挟 持 し て ケ ー ブ ル を 保 持 す る よ

う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な ケ ー ブ ル サ ポ ー ト に 関 し て 、 特 許 文 献 １ ～ ３ 等 に 種 々 の

工 夫 が 提 案 さ れ て い る

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ８ ８ ７ ０ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ８ － １ ６ ２ ７ ３ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ － １ ３ ８ ９ ２ ４ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で ト ン ネ ル 等 の 側 壁 面 に ケ ー ブ ル を 架 設 す る 場 合 に 、 ケ ー ブ ル を 容 易 に 保 持 で き

、 堅 牢 で 簡 易 な 構 成 の ケ ー ブ ル サ ポ ー ト が 望 ま れ て い る 。 ま た 種 々 の ケ ー ブ ル に 柔 軟 に 対

応 し 、 さ ら に は ケ ー ブ ル の 増 設 等 に も 柔 軟 に 対 応 す る こ と が 求 め ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 堅 牢 で 簡 易 な 構 成 で あ る と 共 に ケ ー ブ ル を 容 易 に 保 持 で き 、 さ ら に

は ケ ー ブ ル の 増 設 等 に も 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト を 提 供 す る こ と を

目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 は 、

　 帯 状 の 金 属 板 を 螺 旋 状 に 略 一 周 分 折 曲 げ て 略 四 角 筒 形 状 に 形 成 し て あ り 、

　 前 記 略 四 角 筒 の 一 側 面 を 成 す 基 部 と 、 基 部 に 対 向 す る 対 向 部 と 、 基 部 の 一 端 側 で 対 向 部

に 連 続 す る 一 端 側 部 と 、 基 部 の 他 端 側 で 対 向 部 側 に 突 出 す る 一 方 の 突 出 部 と 、 対 向 部 の 他

端 側 で 基 部 側 に 突 出 す る 他 方 の 突 出 部 と を 備 え 、
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　 前 記 一 方 の 突 出 部 と 前 記 他 方 の 突 出 部 は 間 隔 を あ け て 隣 り 合 っ て 位 置 し て お り 、

　 前 記 基 部 、 前 記 対 向 部 及 び 前 記 一 端 側 部 に は 、 何 れ か 一 つ に 固 定 具 を 挿 通 す る 挿 通 孔 が

形 成 し て あ り 、 他 の 何 れ か に ケ ー ブ ル を 固 定 す る 締 結 部 材 を 挿 通 す る 周 方 向 の 長 孔 が 形 成

し て あ る こ と を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 に お い て 、 前 記 固 定 具 の 挿 通 孔 は 前 記

基 部 に 形 成 し て あ り 、 前 記 長 孔 は 前 記 対 向 部 に 形 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 に お い て 、 前 記 固 定 具 の 挿 通 孔 は 前 記

基 部 に 形 成 し て あ り 、 前 記 長 孔 は 前 記 一 端 側 部 に 形 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 帯 状 の 金 属 板 を 螺 旋 状 に 略 四 周 分 折 り 曲 げ て 形 成 し て

あ る の で 、 堅 牢 で 構 成 が 簡 易 で あ る 。

　 一 方 の 突 出 部 と 他 方 の 突 出 部 は 間 隔 を あ け て 隣 り 合 っ て 位 置 し て い る の で 、 一 方 の 突 出

部 と 他 方 の 突 出 部 と の 間 か ら 、 容 易 に ケ ー ブ ル を 略 四 角 形 筒 内 に 挿 入 で き る 。

　 四 角 筒 内 に 挿 入 し た ケ ー ブ ル は 締 結 部 材 を 長 孔 に 挿 通 し て 固 定 す る こ と が で き る の で 、

こ の 固 定 に よ り ケ ー ブ ル が 四 角 筒 内 で 振 れ た り 、 揺 動 す る の を 防 止 で き る 。

　 締 結 部 材 を 挿 通 す る 孔 を 長 孔 と し て い る の で 、 長 孔 の 任 意 の 位 置 で ケ ー ブ ル を 締 結 で き

る か ら 、 作 業 性 が 良 く 、 さ ら に は ケ ー ブ ル の 増 設 等 に も 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る と 共 に 、

固 定 具 の 挿 通 孔 が 形 成 し て あ る 基 部 を 上 側 に し て 天 面 壁 に 取 付 け た 場 合 に は 、 下 側 と な る

対 向 部 に ケ ー ブ ル を 載 置 し て ケ ー ブ ル を 締 結 で き る か ら 、 天 面 壁 に 沿 わ せ て ケ ー ブ ル を 配

置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 考 案 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る と 共 に 、

固 定 具 の 挿 通 孔 が 形 成 し て あ る 基 部 を 側 面 壁 に 取 付 け た 場 合 に は 、 下 側 と な る 一 端 側 部 に

ケ ー ブ ル を 載 置 し て ケ ー ブ ル を 締 結 で き る か ら 、 側 壁 面 に 沿 っ て ケ ー ブ ル を 配 置 す る こ と

が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に か か る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ケ ー ブ ル サ ポ ー ト の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 平 面 図 、 （

ｃ ） は 底 面 図 、 （ ｄ ） は 左 側 面 図 、 （ ｅ ） は 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 ま ず 、 図 １ 及 び 図

２ を 参 照 し て 第 １ 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 実 施 の 形 態 に か か る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ は 、 帯 状 の 金 属 板 ３ を 螺 旋 状 に 略 一 周 分 折 曲

げ て 略 四 角 筒 形 状 に 形 成 し て あ り 、 四 角 筒 内 の 空 間 Ｔ に ケ ー ブ ル ６ を 配 置 し て 、 締 結 部 材

８ で ケ ー ブ ル ６ を 金 属 板 ３ に 固 定 し て い る 。 ケ ー ブ ル ６ は 電 線 ケ ー ブ ル で あ る 。

　 金 属 板 ３ は 、 鋼 製 （ Ｓ Ｓ ４ ０ ０ ） で あ り 、 表 面 に は 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 粉 末 塗 装 が 施

さ れ て い る 。 図 ２ （ ｅ ） に 示 す 金 属 板 ３ の 幅 Ｊ は 、 約 ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ は 、 略 四 角 筒 の 一 側 面 を 成 す 基 部 ５ と 、 基 部 ５ に 対 向 す る 対 向 部 ７

と 、 基 部 ５ の 一 端 側 で 対 向 部 ７ に 連 続 す る 一 端 側 部 ９ と 、 基 部 ５ の 他 端 側 で 対 向 部 ７ 側 に

突 出 し て す る 一 方 の 突 出 部 １ １ と 、 対 向 部 ７ の 他 端 側 で 基 部 ５ 側 に 突 出 す る 他 方 の 突 出 部

１ ３ と を 備 え て い る 。
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　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 基 部 ５ は 平 面 視 平 行 四 辺 形 を 成 し て お り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す

長 手 方 向 （ 周 方 向 ） の 寸 法 Ｋ が 約 ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 一 端 側 部 ９ の 長 手 方 向 の 寸 法 Ｌ が 約

９ ０ ｍ ｍ で あ る 。 基 部 ５ に は 、 そ の 長 手 方 向 の 中 央 位 置 に 固 定 具 １ ５ を 挿 通 す る 挿 通 孔 １

７ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 対 向 部 ７ は 、 基 部 ５ と 平 行 に 設 け て あ る が 、 図 ２ （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す よ う に 平 面 視 平 行

四 辺 形 を 成 し て お り 、 平 面 視 で 基 部 ５ に 対 し て ず れ た 位 置 に あ る 。

　 対 向 部 ７ に は そ の 長 手 方 向 に 長 孔 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ （ ｃ ） に 示 す 長 孔 の 寸 法

Ｑ は 、 約 １ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 幅 は 約 ８ ｍ ｍ で あ る 。 長 孔 １ ９ は 対 向 部 ７ の 一 方 の 縁 ７ ａ 側

に 寄 っ た 位 置 に 設 け て あ り 、 一 方 の 縁 ７ ａ と の 間 の 寸 法 Ｓ は 約 １ １ ｍ ｍ で あ る 。

　 図 ２ （ ｄ ） （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 一 端 側 部 ９ は 平 行 四 辺 形 を 成 し て お り 、 基 部 ５ 及 び 対

向 部 ７ と 位 置 を ず ら し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の 突 出 部 １ １ は 、 基 部 ５ か ら 対 向 部 ７ 側 に 斜 め に 突 出 し

て あ り 、 突 出 寸 法 Ｍ は 約 ９ ０ ｍ ｍ で あ る 。

　 他 方 の 突 出 部 １ ３ は 、 対 向 部 ７ か ら 基 部 ５ 側 に 斜 め に 突 出 し て あ り 、 突 出 寸 法 Ｎ は 約 ５

５ ｍ ｍ で あ る 。 一 方 の 突 出 部 １ １ の 先 端 １ １ ａ は 、 他 方 の 突 出 部 １ ３ の 先 端 １ ３ ａ よ り も

対 向 部 ７ 側 に 位 置 し て い る 。

　 一 方 の 突 出 部 １ １ 及 び 他 方 の 突 出 部 １ ３ は 、 間 隔 Ｐ を あ け て 隣 り 合 っ て 位 置 し て い る と

共 に 略 平 行 に 突 出 し て あ り 、 各 々 先 端 １ １ ａ 、 １ ３ ａ を 円 弧 状 に 形 成 し て い る 。 間 隔 Ｐ は

約 ３ ８ ～ ４ ０ ｍ ｍ で あ る 。 こ こ で こ の 間 隔 Ｐ は 、 当 該 ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ で 設 置 が 予 測 さ

れ る 最 大 径 の ケ ー ブ ル の 径 よ り 十 分 に 大 き な 間 隔 に 設 定 さ れ 、 こ れ に よ り こ の 最 大 径 の ケ

ー ブ ル を 突 出 部 １ １ 及 び 突 出 部 １ ３ の 隙 間 Ｐ よ り 四 角 筒 内 の 空 間 Ｔ に 容 易 に 配 置 で き る よ

う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 、 ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ の 設 置 及 び ケ ー ブ ル の 固 定 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ の 基 部 ５ を 天 面 壁 ２ ２ に 当 て て 、 基 部 ５ の 挿 通

孔 １ ７ に 固 定 具 １ ５ で 固 定 す る 。 固 定 具 １ ５ は ア ン カ ー 又 は ボ ル ト で あ る 。

　 一 方 の 突 出 部 １ １ と 他 方 の 突 出 部 １ ３ と の 間 の 間 隔 Ｐ か ら ケ ー ブ ル ６ を 四 角 筒 内 の 空 間

Ｔ に 挿 入 す る 。 ケ ー ブ ル ６ の 本 数 は 任 意 で あ る が 、 こ の 実 施 の 形 態 で は ２ 本 の ケ ー ブ ル ６

を 挿 入 し て い る 。

　 そ し て 、 各 ケ ー ブ ル ６ は 各 々 締 結 部 材 ８ を 長 孔 １ ９ に 挿 通 し て 対 向 部 ７ に 結 び 付 け て 固

定 す る 。 締 結 部 材 ８ は 、 例 え ば 結 束 用 の バ ン ド 、 針 金 入 り の テ ー プ 、 紐 、 粘 着 テ ー プ 等 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 実 施 の 形 態 に か か る ケ ー ブ ル サ ポ ー ト １ に よ れ ば 、 帯 状 の 金 属 板 ３ を 螺 旋 状 に 略 四 周

分 折 り 曲 げ て 形 成 し て あ る の で 、 製 造 が 容 易 で あ り 、 堅 牢 で 且 つ 構 成 が 簡 易 で あ る 。

　 一 方 の 突 出 部 １ １ と 他 方 の 突 出 部 １ ３ は 間 隔 Ｐ を あ け て 隣 り 合 っ て 位 置 し て い る の で 、

一 方 の 突 出 部 １ １ と 他 方 の 突 出 部 １ ３ の 間 隔 Ｐ か ら 四 角 筒 内 の 空 間 Ｔ へ ケ ー ブ ル ６ を 容 易

に 挿 入 で き る 。

　 一 方 の 突 出 部 １ １ の 先 端 １ １ ａ が 他 方 の 突 出 部 １ ３ の 先 端 １ ３ ａ よ り も 対 向 部 ７ 側 に 位

置 し て い る の で 、 四 角 筒 の 空 間 Ｔ 内 に 挿 入 し た ケ ー ブ ル ６ が 脱 落 し 難 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 四 角 筒 の 空 間 Ｔ 内 に 挿 入 し た ケ ー ブ ル ６ は 締 結 部 材 ８ を 長 孔 １ ９ に 挿 通 し て 金 属 板 ３ に

固 定 す る の で 、 ケ ー ブ ル ６ が 四 角 筒 の 空 間 Ｔ 内 で 振 れ た り 、 揺 動 す る の を 防 止 で き る 。

　 締 結 部 材 ８ を 挿 通 す る 孔 を 長 孔 １ ９ と し て い る の で 、 長 孔 １ ９ の 任 意 の 位 置 で ケ ー ブ ル

６ を 締 結 で き る か ら 、 作 業 性 が 良 い 。 ま た こ れ ら に よ り 種 々 の 径 の ケ ー ブ ル 、 種 々 の 本 数

の ケ ー ブ ル の 設 置 に 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き 、 ま た さ ら に ケ ー ブ ル の 増 設 、 交 換 等 に も

柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 固 定 具 １ ５ の 挿 通 孔 １ ７ が 形 成 し て あ る 基 部 ５ を 上 側 に し て 天 面 壁 ２ ２ に 取 付 け る こ と

に よ り 、 下 側 と な る 対 向 部 ７ に ケ ー ブ ル ６ を 載 置 し た 状 態 で ケ ー ブ ル ６ を 締 結 部 材 ８ で 締

結 で き る か ら 、 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 に 本 考 案 の 他 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 に お い て 、 上

述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 一 の 作 用 効 果 を 奏 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り

そ の 部 分 の 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 以 下 の 説 明 で は 第 １ 実 施 の 形 態 と 主 に 異 な る 点 を 説 明 す

る 。

　 図 ３ に 本 考 案 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 。 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 長 孔 １ ９ は 一 端 側 部

９ に 形 成 し て あ る 。

　 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 基 部 ５ は 側 面 壁 ２ ４ に 固 定 具 １ ５ で 固 定 し て あ り 、 一 端 側 部

９ は 壁 面 壁 ２ ４ か ら 略 垂 直 に 突 出 し て 位 置 し て お り 、 一 端 側 部 ９ に ケ ー ブ ル ６ を 載 置 し て

、 締 結 部 材 ８ で 一 端 側 部 ９ に 固 定 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る と 共

に 固 定 具 １ ５ の 挿 通 孔 １ ７ が 形 成 し て あ る 基 部 ５ を 側 面 壁 ２ ４ に 取 付 け 、 上 側 と な る 一 方

の 突 出 部 １ １ と 他 方 の 突 出 部 １ ３ 側 か ら ケ ー ブ ル ６ を 空 間 Ｔ 内 に 挿 入 し 、 下 側 と な る 一 端

側 部 ９ に ケ ー ブ ル ６ を 載 置 し た 状 態 で 、 一 端 側 部 ９ に ケ ー ブ ル ６ を 締 結 部 材 ８ で 締 結 で き

る か ら 、 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 考 案 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 本 考 案 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 可

能 で あ る 。

　 具 体 的 に 、 長 孔 の 延 長 方 向 へ の 例 え ば ケ ー ブ ル の 位 置 ず れ を 防 止 す る 構 成 を 設 け る よ う

に し て も よ い 。 な お 位 置 ず れ の 防 止 機 構 に あ っ て は 、 例 え ば 長 孔 の 長 手 方 向 、 内 側 端 面 を

波 型 に 作 成 す る 等 に よ り 、 こ の 長 孔 の 構 成 を 有 効 に 利 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。

　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て 、 長 孔 １ ９ は 対 向 部 ７ と 一 端 側 部 ９ と の 両 方 に 形 成

し て も 良 い 。

　 固 定 具 １ ５ の 挿 通 孔 １ ７ は 、 基 部 ５ に 複 数 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 固 定 具 １ ５ の 挿 通 孔

１ ７ は 、 基 部 ５ に 限 ら ず 、 対 向 部 ７ や 一 端 側 部 ９ の い ず れ か に 形 成 し て 、 他 の い ず れ か に

長 孔 １ ９ を 形 成 し て も 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

１ 　 　 ケ ー ブ ル サ ポ ー ト

３ 　 　 金 属 板

５ 　 　 基 部

６ 　 　 ケ ー ブ ル

７ 　 　 対 向 部

８ 　 　 締 結 部 材

９ 　 　 一 端 側 部

１ １ 　 一 方 の 突 出 部

１ ３ 　 他 方 の 突 出 部

１ ５ 　 固 定 具

１ ７ 　 挿 通 孔

１ ９ 　 長 孔

Ｐ 　 　 間 隔

Ｔ 　 　 収 納 空 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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